
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成27年２月９日

【四半期会計期間】 第58期第３四半期（自　平成26年10月１日　至　平成26年12月31日）

【会社名】 ケンコーマヨネーズ株式会社

【英訳名】 KENKO Mayonnaise Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　炭井　孝志

【本店の所在の場所】 兵庫県神戸市灘区都通三丁目３番16号

上記は登記上の本店所在地であり、実際の業務は下記「最寄りの連絡

場所」で行っております。

【電話番号】 該当事項はありません。

【事務連絡者氏名】 該当事項はありません。

【最寄りの連絡場所】 東京都杉並区高井戸東３丁目８番13号

【電話番号】 03-5962-7777

【事務連絡者氏名】 常務取締役　村田　隆

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

ケンコーマヨネーズ株式会社(E00493)

四半期報告書

 1/20



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】
１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期
連結累計期間

第58期
第３四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （百万円） 44,022 45,855 57,301

経常利益 （百万円） 1,989 2,142 2,258

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,139 1,247 1,265

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,392 1,511 1,438

純資産額 （百万円） 15,895 17,357 15,810

総資産額 （百万円） 40,916 41,782 39,686

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 80.19 87.81 89.08

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 38.8 41.5 39.8

 

回次
第57期

第３四半期
連結会計期間

第58期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 16.14 35.97

（注） １． 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２． 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３． 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

 

 

２ 【事業の内容】

　当社グループは、当社及び関係会社12社（平成26年12月31日現在）で構成され、食品製造販売を

主な内容とした事業活動を行っております。また、別段の表示がない限り、本文中の「当社」とは

ケンコーマヨネーズ株式会社を意味し、「当社グループ」とはケンコーマヨネーズ株式会社及びす

べての関係会社を含んでおります。

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関

する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有

価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断した

ものであります。

（１） 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日）におけるわが国の経済

は、平成26年４月から実施された消費税率引き上げに伴う消費の落ち込みからの持ち直しの動きが

鈍いことや、10月に決定した日銀の追加緩和等をきっかけとした円安の加速が輸入価格を上昇さ

せ、輸出企業を除いた企業や家計にとって負担が増加しておりました。しかしながら、足元では原

油価格の下落が進んでおり、燃料価格の下落等が企業と家計のいずれにとってもメリットとなるこ

と、また企業の設備投資が依然として堅調であることなどにより、景気の先行きについては緩やか

な回復ペースに転じるものと期待されております。

 

　このような事業環境の中、当社グループにおきましては、平成25年３月期からスタートしました

『中期経営計画Ⅳ（フォース）2012-2014』が最終年度を迎え、その指針であります「市場演出型企

業としての成長戦略」に基づき、５つの骨子を掲げております。

 

（Ⅰ）グローバル企業となる

（Ⅱ）事業領域の拡大

（Ⅲ）「サラダ料理」の確立・情報発信を行い、市場演出型企業としての戦略を実践

（Ⅳ）サラダカフェブランドの推進・浸透

（Ⅴ）人材の育成、体制の強化

 

　以上の５つの骨子に基づいた取り組みの成果は次のとおりであります。

　・毎年秋に開催しております当社の新商品・メニューの展示会である「グループ総合フェア」を

東京・大阪で開催し、今年は「Ｓａｌａｄｆｕｌ　Ｊａｐａｎ」と銘打ったコーナーで日本各地の

特産品を「サラダ料理」としてアレンジしたメニューを提案いたしました。

　・株式会社東芝とサラダ事業における業務提携を行い、「東芝クリーンルームファーム横須賀」

で生産された栽培期間中に農薬を使用していない安全・安心な野菜に当社製の粉末ドレッシングを

添付したコラボレーション商品を当社グループのサラダ専門店「Ｓalad Ｃafe」で発売を開始いた

しました。この商品は１人で食べきりサイズのカップ容器に入れ、いつでもどこでも食べられると

いう、新しいサラダのスタイルを提案するものであり、サラダカフェの「サラダ料理で新しい世界

を食卓に」というコンセプトを実践するものです。
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　・平成25年９月より発売を開始しました小型形態のロングライフサラダである「サラダのプロが

つくった」サラダの「お酒によく合う」シリーズの第２弾として、「明太子ごぼうサラダ」を発売

し、コンビニエンスストアや量販店等で更なる導入ペースの加速に向けた取り組みを進めておりま

す。

　・サラダカフェの店舗展開につきましては、「Ｓalad Ｃafe　小田急百貨店町田店」が平成26年

11月13日にリニューアルオープンし、売り場スペースは従来から約２倍となったことで、より充実

したラインナップで商品を提供することができることとなりました。また、新規での出店として

は、１日約200万人の乗降客数のある神奈川県で最大のターミナル駅である横浜駅に隣接している

ジョイナス・ザ・ダイヤモンドの地下街に「Ｓalad Ｃafe　ザ・ダイヤモンド横浜店」を平成26年

12月１日にオープンいたしました。

 

　当第３四半期連結累計期間における売上高及び利益の概況は以下のとおりであります。

①売上高

　売上高につきましては、外食市場において厳しい外部環境にありましたが、従来より進めており

ます分野別・業態別チームを中心に売上拡大に取り組んでまいりました。また、中食市場が拡大し

ていることを背景として、タマゴ加工品を中心にコンビニエンスストア向けで多くの商品を採用い

ただき、売上高を増加することができました。

　その結果、前年同四半期対比で増収を達成するとともに、期初に策定した売上高計画に対して、

ほぼ予定どおりの進捗であります。

 

②利益

　利益につきましては、鶏卵相場が引き続き高値圏で推移したことに加えて、エネルギーコストや

物流コストが上昇したこと、また静岡富士山工場で立ち上げ時の一時的な費用が発生したこと等の

コスト上昇要因がありました。しかしながら、売上高の増加による工場の操業度アップの効果によ

り吸収を進めるとともに、タマゴ加工品を中心に高付加価値商品の需要が高まったこと等により、

利益の改善を進めることができました。

　この結果、連結営業利益、連結経常利益、連結四半期純利益のいずれも前年同四半期を上回りま

した。

 

　当第３四半期連結累計期間における連結売上高は45,855百万円（前年同四半期比1,832百万円の増

加、4.2％増）、連結営業利益は2,325百万円（前年同四半期比212百万円の増加、10.1％増）、連結

経常利益は2,142百万円（前年同四半期比152百万円の増加、7.6％増）、連結四半期純利益は1,247

百万円（前年同四半期比108百万円の増加、9.5％増）となりました。
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　当第３四半期連結累計期間における各報告セグメントの状況は次のとおりであります。

 

調味料・加工食品事業

　＜サラダ・総菜類＞につきましては、基盤商品であるポテトサラダ、パンプキンサラダや小型形

態のポテトサラダ、ゴボウサラダ、また、オニオンを使用した商品がコンビニエンスストア、製パ

ン、外食向け等で新規採用されました。更に、秋に新発売しましたクラムチャウダーフィリング等

の商品が順調に増加し増収に寄与しました。

　＜マヨネーズ・ドレッシング類＞につきましては、焼き込みパン用としてのマヨネーズや外食向

けにドレッシングが新規採用されました。また、「世界のソース」シリーズでは、新規商品は伸長

しましたが外食市場における外部環境により減収となりました。

　＜タマゴ加工品＞につきましては、サンドウィッチ用や惣菜パン用のタマゴサラダ、薄焼きタマ

ゴや茹で卵等、様々な加工形態の商品がコンビニエンスストア、製パン向けを中心に新規採用さ

れ、大幅な増収となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間におけるセグメント売上高は37,942百万円、（前年同四半

期比1,267百万円の増加、3.5％増）、セグメント利益は2,025百万円（前年同四半期比234百万円の

増加、13.1％増）となりました。

 

総菜関連事業等

　売上高につきましては、量販店向けにポテトサラダ、マカロニサラダ、明太子を使用したスパゲ

ティサラダや半熟たまごを使用したマカロニサラダ、カニ風味サラダ等の商品が伸長したことによ

り増収となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間におけるセグメント売上高は7,039百万円（前年同四半期比

583百万円の増加、9.0％増）、セグメント利益は297百万円（前年同四半期比66百万円の減少、

18.3％減）となりました。
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（２） 財政状態の分析

（総資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、41,782百万円（前連結会計年度比2,095百万

円の増加、5.3％増）となりました。これは、主に受取手形及び売掛金が3,529百万円増加したこ

と等によるものであります。

 

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、24,424百万円（前連結会計年度比548百万円の

増加、2.3％増）となりました。これは、主に支払手形及び買掛金が2,801百万円増加、長期借入

金が755百万円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、17,357百万円（前連結会計年度比1,547百万

円の増加、9.8％増）となりました。

 

（自己資本比率）

　当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は、41.5％（前連結会計年度比1.7ポイン

ト増）となりました。

 

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

［財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針］

　当社は財政及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　株式の大量取得を目的とする買付に対する基本的な考え方としましては、工場の立地する地域社

会とも共存共栄を図りつつ事業展開しており、更に、地道な研究開発による新規商品・新規事業の

開発と競争力の強化をベースに、企業としての成長を図ってきております。

　従いまして、当社に対する大規模買付行為の提案があったとしても、当社経営ノウハウ・知識・

情報及び多数の従業員・顧客並びに取引先・地域社会等のステークホルダーとの間に築かれた関係

等の理解なくしては、中長期的な企業価値の極大化の実現は困難であると考え、提案内容や当社の

将来にわたる企業価値についてご判断いただくのは極めて困難であると考えております。

　最終的に、大規模買付行為を受け入れるか否かは当社株主の皆様の判断によるべきものでありま

すが、上記事情を鑑みますと、大規模買付行為が行われようとする場合には、当社からはもとよ

り、大規模買付者からも充分な判断材料が提示されるとともに、熟慮のための充分な時間が確保さ

れるべきものと考えております。

　当社の責務として、当社株式の取引及び株主の異動状況を常に注視しておりますが、大規模買付

行為が発生した場合、当社取締役会を通じ、皆様に十分な情報が提供される必要があると考えてお

ります。
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　従いまして、当社取締役会としては、大規模買付行為に関する情報が大規模買付者から提供され

た後、これを評価・検討し、取締役会としての意見を取りまとめて開示いたします。また必要に応

じて、大規模買付者と交渉し当社代替案を提示します。それを基に、当社の企業価値・株主共同の

利益を確保・向上させる最善の方策の選択をすることが適切であると考えております。

　今後も企業価値・株主価値向上の観点から、会社法その他企業防衛に係る法改正、司法判断の動

向や分析等を踏まえ、弁護士等第三者から助言をいただきながら、継続して検討を行ってまいりま

す。

 

（４） 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は365百万円であり

ます。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　　①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,500,000

計 33,500,000

 

 

　　②　【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年12月31日）

提出日現在
 発行数（株）

（平成27年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,211,000 14,211,000
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数　100株

計 14,211,000 14,211,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 14,211,000 － 2,180 － 2,448
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（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

　　　①　【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,209,100 142,091 －

単元未満株式 普通株式　　　 1,900 － 一単元（100株）未満株式

発行済株式総数 14,211,000 － －

総株主の議決権 － 142,091 －

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式163株が含まれております。

 

 

　　　②　【自己株式等】
平成26年12月31日現在

 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

ケンコーマヨネーズ株式会社
東京都杉並区高井戸東

３丁目８番13号
－ － － －

計 － － － － －

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年

10月１日から平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年

12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,884 4,771

受取手形及び売掛金 9,008 ※ 12,537

商品及び製品 1,275 1,353

仕掛品 12 12

原材料及び貯蔵品 848 978

繰延税金資産 321 285

その他 2,746 392

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 18,095 20,331

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,519 6,190

機械装置及び運搬具（純額） 3,396 5,991

土地 4,995 4,995

建設仮勘定 4,619 268

その他（純額） 234 306

有形固定資産合計 17,765 17,752

無形固定資産   

無形固定資産合計 373 386

投資その他の資産   

繰延税金資産 305 7

その他 3,185 3,345

貸倒引当金 △38 △41

投資その他の資産合計 3,452 3,311

固定資産合計 21,590 21,450

資産合計 39,686 41,782
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,083 ※ 9,884

1年内返済予定の長期借入金 976 1,096

未払法人税等 327 486

賞与引当金 386 182

その他の引当金 33 166

その他 6,053 5,229

流動負債合計 14,860 17,046

固定負債   

長期借入金 4,053 3,298

退職給付に係る負債 870 320

その他の引当金 200 230

その他 3,891 3,528

固定負債合計 9,015 7,377

負債合計 23,876 24,424

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,180 2,180

資本剰余金 2,448 2,448

利益剰余金 10,739 12,022

自己株式 △0 △0

株主資本合計 15,368 16,651

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 463 647

為替換算調整勘定 109 152

退職給付に係る調整累計額 △130 △94

その他の包括利益累計額合計 441 705

純資産合計 15,810 17,357

負債純資産合計 39,686 41,782
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

　　 【四半期連結損益計算書】

　　　　【第３四半期連結累計期間】
  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 44,022 45,855

売上原価 32,520 33,935

売上総利益 11,501 11,919

販売費及び一般管理費 9,389 9,593

営業利益 2,112 2,325

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 24 24

その他 88 93

営業外収益合計 115 118

営業外費用   

支払利息 56 68

持分法による投資損失 170 204

その他 10 28

営業外費用合計 237 301

経常利益 1,989 2,142

特別利益   

投資有価証券売却益 1 －

補助金収入 － 46

その他 － 13

特別利益合計 1 59

特別損失   

固定資産除却損 12 11

その他 0 4

特別損失合計 13 15

税金等調整前四半期純利益 1,978 2,186

法人税、住民税及び事業税 794 859

法人税等調整額 44 78

法人税等合計 838 938

少数株主損益調整前四半期純利益 1,139 1,247

四半期純利益 1,139 1,247
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【四半期連結包括利益計算書】

　【第３四半期連結累計期間】
  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,139 1,247

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 156 184

退職給付に係る調整額 － 36

持分法適用会社に対する持分相当額 96 43

その他の包括利益合計 252 263

四半期包括利益 1,392 1,511

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,392 1,511

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　

平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付

算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴

う影響額を利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が518百万円減少し、利益剰

余金が333百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　（税金費用の計算）

　連結子会社における税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

○ 偶発債務

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

杭州頂可食品有限公司 514百万円 602百万円

 

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形 －百万円 253百万円

支払手形 －百万円 238百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 736百万円 1,070百万円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 156 11.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月８日

取締役会
普通株式 142 10.00 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 156 11.00 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年11月７日

取締役会
普通株式 142 10.00 平成26年９月30日 平成26年12月５日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
調味料・
加工食品
事業

総菜関連
事業等

計

売上高        

外部顧客に対する売上高 36,674 6,456 43,131 891 44,022 － 44,022

セグメント間の

内部売上高又は振替高
379 6,601 6,980 － 6,980 △6,980 －

計 37,053 13,058 50,111 891 51,002 △6,980 44,022

セグメント利益又は損失（△） 1,790 363 2,154 △158 1,995 △5 1,989

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ショップ事業、海外事業を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△５百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
調味料・
加工食品
事業

総菜関連
事業等

計

売上高        

外部顧客に対する売上高 37,942 7,039 44,981 873 45,855 － 45,855

セグメント間の

内部売上高又は振替高
401 5,682 6,084 － 6,084 △6,084 －

計 38,343 12,722 51,066 873 51,939 △6,084 45,855

セグメント利益又は損失（△） 2,025 297 2,322 △192 2,129 12 2,142

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ショップ事業、海外事業を含んで

おります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額12百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 80円19銭 87円81銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,139 1,247

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,139 1,247

普通株式の期中平均株式数（株） 14,210,909 14,210,887

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

平成26年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

① 中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・142百万円

② １株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・平成26年12月５日

(注) 平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年２月９日

ケンコーマヨネーズ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 斎　　藤　　　　　昇　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮　　下　　卓　　士　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るケンコーマヨネーズ株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四
半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26
年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ケンコーマヨネーズ株式会社及び
連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経
営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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